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5th Anniversary

マレー凧 Wau〈ワウ〉のように、
色鮮やかで誇り高いマレーシア
の伝統芸能、ごはん、映画に 
焦点をあて、専門家がディープ 
に紹 介するフリーペーパー

20

Special Interview with 
Rosnan Rahman, the Pak Yong Malaysia

パタニ王国から続く、伝統舞踊劇マヨン
舞踊家 
 ロスナン・ラーマン

マレーシア菓子 「クエ」と
和菓子は似ている？

Cross-Cultural Comparison: 
Malaysian and Japanese Desserts & Sweets

ラマダンと
ハリラヤ・アイディルフィトリ

Religion of Malaysia:
Ramadan and Hari Raya Aidilfitri

伝説の映画スター
  P. ラムリー
音で訪ねるマレーシア／銀幕の世界

伝統食レマン
WAU Gallery

渋谷にて、ヤスミン･アフマド特集上映
パンクロック・スゥラップが

「あいちトリエンナーレ2019」 に参加
マレーシアごはん祭り
横浜、象の鼻テラスで開催決定

WAUs Topics



Screening 
     Japan

Museum 
     Malaysia inin

Event 
     Japanin

「あいちトリエンナーレ2019」
会期：2019年8月1日（木）〜10月14日（月・祝）
詳細：http://aichitriennale.jp/artist/pangrok-sulap.html
グループの中心人物リゾ・レオン氏のインタビューはWAU第9号に掲載。
Hati MalaysiaのWebにてご覧いただけます。

日程：2019年7月20日 （土）〜8月23日 （金）
会場：シアター・イメージフォーラム（渋谷区）
上映作品：『ラブン』『細い目』『グブラ』『ムクシン』『ムアラフ－改心』

『タレンタイム〜優しい歌』
公式サイト： moviola.jp/yasmin10years

Yasmin at Kong Heng Newseum
住所： No. 91, Jalan Sultan Yussuf （Belfield Street）, 30000 Ipoh, Perak.
開館時間：8：00〜22：00
Photo courtesy of Yasmin at Kong Heng

日程：2019年8月31日（土）、9月1日（日）11：00〜17：00
会場：象の鼻テラス（横浜市）　※室内開催にて雨天決行
公式サイト： www.malaysianfood.org（情報は順次アップ予定）

没後10周年記念
ヤスミン・アフマド
特集上映

「ヤスミン・アト・コンヘン・ニュージアム」
新たにオープン！

マレーシアごはん祭り2019　
8月31日、9月1日に開催決定！

Exhibition 
     Japanin

パンクロック・スゥラップが
「あいちトリエンナーレ2019」に参加！

　サバ州のアーティスト集団「パンクロック・スゥラップ （Pangrok 
Sulap）」がこの夏、愛知にやってきます。ボルネオ島の先住民
族や地域住民を取り巻く問題をテーマに木版画のアート作品を創
作し、近年は台湾、オーストラリア、インドの国際芸術祭にも参
加するなど、国内外で注目を集めるパンクロック・スゥラップ。
DIY精神や熱帯雨林の環境保護を訴え、小さな村の村人たちの声
にも耳を傾けてきた彼らが、国内最大規模の現代アートの祭典「あ
いちトリエンナーレ2019」に初登場。今年のテーマ「情の時代 
Taming Y/Our Passion」に合わせたメッセージ性のある作品を
展示予定です。詳細は、下記ウェブサイトにて7月頃に発表！

　マレーシアを代表する映画監督、ヤスミン・アフマド監督の急
逝から早10年。監督は、マレーシアの多民族・多言語社会を家族、
恋愛、宗教などをテーマに、ユーモアを交えながら、ときにリア
ルなマレーシア社会に少し理想も盛り込んだ独自の世界観を描き
ました。マレーシアのローカルな話でありながら、世界に通じる
普遍性を帯びた作品は、国、人種、宗教、あらゆる境界を越えて
共感を呼びます。このたび、貴重な全長編作品が一挙上映。マレ
ーシア映画界に大きな影響を残したヤスミン監督の映画は、音楽
も素晴らしいので、ぜひこの機会に映画館でご覧ください。

　ヤスミン作品の舞台のひとつ、マレー半島の都市イポーにある
ヤスミン・アフマドの記念館が今年4月に生まれ変わりました。
書籍を提供する「BookXcess」に併設され、週7日の毎日開館に。
自らを「Storyteller」と称したヤスミン監督の映画作品やCMデ
ィレクターとして手がけた国営石油会社「ペトロナス」のCM上映、
監督が実際に作品の制作に使っていたMac、映画のオリジナル
台本、彼女の言葉の引用と写真など、ファンにはたまらない思い
出のアイテムが展示。ウィットに富んだヤスミン監督の世界を垣
間見ることができ、ヤスミンワールドにたっぷり浸れます。

　マレーシアの食と文化を体験できるMalaysia Makan Fest（マ
レーシアごはん祭り）。2016年にスタートし、今年で４回目の開
催が決定しました！　関東近郊のマレーシア料理店が集結し、ナ
シレマッ、チキンライス、バクテーなど現地の人気料理を多数提
供。また、自宅で簡単にマレーシア料理が作れるカレーペースト、
スパイスミックスなどの調味料、肌に潤いを与えてくれるなまこ
クリームや美しいバティック作品などマレーシア産の雑貨も販売。
さらにバティック色付け体験からクイズ大会、トークショーなど
のステージプログラムも盛りだくさん！　横浜でマレーシア文化
を体験できる希少な機会をお見逃しなく。

《SEBARKAN CINTA 
（Spread the Love）》 2017

,s   Topics
マレーシアに関する情報を伝えるコーナー。
日本とマレーシアで話題になっている出来事やイベントなどを
WAU編集部がカルチャーな視点でピックアップ！
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ハリラヤの前日、カンポン（田舎町）ではレマンの仕込みをする。親戚や近所の人が集まり、一緒に調理

竹筒のなかにバナナの葉を入れる。これは、竹筒にご飯
が付くのを防ぎ、葉っぱの香りをご飯にまとわせるため

フレッシュなココナッツミルクにもち米を浸す。十分に
吸水したら塩をすこし加えて、竹筒に入れる

竹筒は立てた状態で、炭火で炙る。竹の表面の色が黒く
なり、水分が出てこなくなったら完成

文／古川音 Oto Furukawa　写真／ Mohd Rhashidi (CD)

　

ラ
マ
ダ
ン
明
け
の
お
祭
り「
ハ
リ
ラ
ヤ
」

（
▽
P.
８
）
の
時
期
、
路
上
に
屋
台
が
現

れ
ま
す
。
店
先
に
並
ん
で
い
る
の
は
長
さ

50
セ
ン
チ
ほ
ど
の
竹
筒
。
こ
れ
は
伝
統
食

レ
マ
ン
で
す
。
コ
コ
ナ
ッ
ツ
ミ
ル
ク
に
浸

し
た
も
ち
米
を
中
に
入
れ
、
炭
火
で
お
よ

そ
４
〜
５
時
間
。
上
下
、
裏
表
と
火
に
あ

た
る
位
置
を
変
え
な
が
ら
、
じ
っ
く
り
炊

き
上
げ
ま
す
。
米
を
焦
が
す
こ
と
な
く
全

体
を
う
ま
く
炊
く
の
は
か
な
り
の
熟
練
の

技
。
そ
う
や
っ
て
炊
き
あ
げ
た
レ
マ
ン
は
、

ふ
っ
く
ら
、
も
ち
も
ち
。
煮
こ
み
料
理
ル

ン
ダ
ン
と
の
コ
ン
ビ
は
、
ハ
リ
ラ
ヤ
に
欠

か
せ
な
い
ご
馳
走
で
す
。

　

こ
の
レ
マ
ン
、
歴
史
を
ひ
も
と
く
と
、

ボ
ル
ネ
オ
島
サ
ラ
ワ
ク
州
で
暮
ら
す
先
住

民
族
の
伝
統
料
理
に
関
係
が
あ
る
よ
う
で

す
。
彼
ら
は
米
だ
け
で
な
く
、
鶏
や
豚
を

調
理
す
る
と
き
に
も
竹
筒
を
使
い
ま
す
。

味
つ
け
は
塩
だ
け
の
シ
ン
プ
ル
な
料
理
で

す
が
、
蒸
し
焼
き
な
の
で
肉
の
味
が
濃
く
、

と
て
も
美
味
。
集
落
の
近
く
に
あ
る
森
で

調
達
で
き
る
竹
筒
は
、
自
然
が
も
た
ら
し

た
調
理
器
具
な
の
で
す
。

　

レ
マ
ン
に
ま
つ
わ
る
こ
ん
な
思
い
出
話

も
あ
り
ま
す
。
リ
ム
さ
ん
の
実
家
近
く
の

屋
台
で
は
、
レ
マ
ン
を
一
年
中
売
っ
て
い

た
そ
う
で
す
。
釣
好
き
の
リ
ム
さ
ん
、
船

に
乗
り
こ
む
前
に
い
つ
も
レ
マ
ン
を
一
本

購
入
。「
持
ち
運
び
が
便
利
だ
し
、
も
ち

米
だ
か
ら
腹
持
ち
も
い
い
。
船
の
上
で
食

べ
る
レ
マ
ン
は
最
高
だ
よ
！
」
と
の
こ
と
。

お
祭
り
の
祝
い
料
理
、
先
住
民
族
の
伝
統

食
、
そ
し
て
釣
の
お
と
も
に
。
レ
マ
ン
の

人
気
は
、
今
も
続
い
て
い
ま
す
。

伝統食レマン
Lemang, Traditional Bamboo Rice
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表紙写真／©Hazize San (Istana Budaya)　参考文献／『Makyung: the mystical heritage of Malaysia』

WAU Interview伝
統
舞
踊
劇

  マヨンの
魅
力

王宮にまつわるエピソードや姫と
神々の恋の物語、王子の旅、冒険
の物語など、どの物語も王族が主
人公です。全15話の物語が伝承
されていて、最初の物語「Dewa 
Muda」は、主人公デワムダの魂
が天に昇り、天界の姫と出会うロ
マンスの物語です。地上と天界を
つなぐ凧（Wau）が使われたり、
死と再生がテーマとなるなど、伝
説や文化と結びついているのもマ
ヨンの特徴です。インドの仏教説
話に由来する物語もあります。

物語 Story
とある国の王様であるパヨンが主
役。若いパヨン・ムダは、王子です。
劇名であるマヨンとは王妃のことで、
物語によってはマヨンが主役となる
ことも。プトゥリ・マヨンは、お姫
様でヒロイン。王妃や姫に仕える若
い侍女たちは、ダヤン、またはイナ
ンと呼ばれ、歌や踊りのシーンにも
登場します。侍従である道化プラ
ンも大事な役です。王様が国の行
く末を相談する占術師トッワッ、ま
た精霊や悪魔など人間界以外のキ
ャラクターも登場します。

登場人物 Characters
道化プランが、主人であるパヨン

（王様）に籐を束ねたムチ棒でお
尻を叩かれながらやり取りするシ
ーンはマヨンのお決まりです。観
客は大笑い。面白いシーンですが、
プランは、ただコメディを演じる
脇役ではなく、実は物語を実質的
に進める欠かせない存在です。パ
ヨンの身の回りの世話をしながら
君主を守り、ときに助言をします。
役者には、身体的動きの面白さ、
即座に踊れて歌える能力などが求
められます。

道化コメディ Peran
パヨンは、キラキラ輝くビーズや
ジャスミンの花飾りで装飾された
帽子を被っています。ビーズで作
られた装身具を身につけ、金糸を
織り込んだ腰衣「サンピン」を巻
き、短剣クリスをさしています。
道化プランは、イスラムの帽子「ソ
ンコ」をかぶり、白シャツにベス
ト、バティックサロンを腰に巻い
ています。侍女たちは、マレーの
伝統衣装クバヤ姿。村人や精霊、
悪魔などもそれぞれ違った衣装や
メイクを施します。

衣装 Costumes
1234

©Zamree Salleh

　

舞
踊
劇
マ
ヨ
ン
は
、
物
語
、
芝
居
、
舞

踊
、
歌
、
音
楽
な
ど
か
ら
成
る
マ
レ
ー
の

伝
統
芸
能
で
す
。
主
役
の
パ
ヨ
ン
と
女
性

た
ち
が
歌
う
声
は
幾
重
に
も
重
な
り
、
特

有
の
発
声
法
が
美
し
い
響
き
を
生
み
出
し

印
象
的
で
す
。
２
０
０
５
年
に
は
、
マ
レ

ー
シ
ア
で
最
初
の
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺

産
と
し
て
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

マ
ヨ
ン
は
、
タ
イ
南
部
に
か
つ
て
存
在

し
た
「
パ
タ
ニ
王
国
」
で
発
祥
し
、
ク
ラ

ン
タ
ン
州
、
ト
レ
ン
ガ
ヌ
州
、
ケ
ダ
州
な

ど
に
広
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

主
に
マ
レ
ー
半
島
東
北
部
で
発
展
し
た
た

め
、
ク
ラ
ン
タ
ン
州
の
方
言
が
芝
居
や
歌

詞
に
使
用
さ
れ
る
の
も
特
徴
で
す
。

　

も
と
も
と
村
の
民
衆
芸
能
と
し
て
芝
居

小
屋
で
演
じ
ら
れ
た
マ
ヨ
ン
は
、
背
景
画

や
大
き
な
舞
台
装
置
を
使
用
せ
ず
、
役
者

の
衣
装
も
派
手
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
時
を
経
て
、
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー

ル
な
ど
都
会
の
劇
場
や
大
学
で
上
演
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
と
、
衣
装
は
煌
び
や
か
に

な
り
、
舞
台
芸
術
と
し
て
発
展
し
ま
し
た
。

独
特
の
音
楽
も
素
晴
ら
し
く
、
マ
ヨ
ン
の

世
界
へ
と
誘
い
ま
す
。

M
ak

 Yon
g,

th
e Trad

ition
al D

an
ce T

h
e

atre o
f M

ala
ysia

P
o

in
ts
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ン
・
ト
ゥ
ア
（
王
様
）
と
パ
ヨ
ン
・
ム
ダ

（
王
子
）
に
分
か
れ
ま
す
。
パ
ヨ
ン
・
ム

ダ（
王
子
）が
主
人
公
、
ヒ
ー
ロ
ー
と
な
る

物
語
も
あ
り
ま
す
し
、
パ
ヨ
ン
・
ト
ゥ
ア

（
王
様
）が
、
あ
る
国
の
統
治
者
と
し
て
主

人
公
を
演
じ
、
パ
ヨ
ン
・
ム
ダ
は
そ
の
後

継
者
と
い
う
役
ど
こ
ろ
で
演
じ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
こ
の
役
を
演
じ
る
こ
と
が
で

き
る
役
者
は
、
伝
統
芸
能
に
お
い
て
高
い

レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
ま
す
。

マ
ヨ
ン
の
将
来
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
感

じ
て
い
ま
す
か
？

　

マ
ヨ
ン
の
継
承
者
に
つ
い
て
心
配
し
て

い
ま
す
。
現
在
、
マ
ヨ
ン
を
真
剣
に
学
び
、

積
極
的
に
上
演
に
参
加
し
て
い
る
若
者
は

非
常
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
国
立
芸
術
文

化
遺
産
大
学
（ASW

ARA

）
な
ど
の
教

育
機
関
が
中
心
と
な
っ
て
こ
の
芸
能
を
し

っ
か
り
と
継
承
し
て
い
け
る
学
生
を
育
て

る
方
法
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

将
来
的
に
は
、
マ
ヨ
ン
の
歴
史
や
資
料

の
展
示
、
マ
ヨ
ン
の
舞
踊
や
伝
統
音
楽
を

習
え
る
ク
ラ
ス
、
マ
ヨ
ン
の
定
期
公
演
を

で
き
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
設
立
し
た
い
で
す
。

日
本
を
含
め
外
国
か
ら
の
お
客
さ
ん
に
も

訪
れ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
場
に
で
き
る
と

嬉
し
い
で
す
。

伝統舞踊劇マヨンに魅了され、20年以上にわたり主人公パヨン（王
様）に必要な歌、踊りを学び続け、現在10人ほどしかいないパヨ
ン役の貴重な後継者の一人として国内外で活躍する舞踊家、ロス
ナン・ラーマン氏にこの芸能の魅力などを聞きました。

ロスナン・ラーマン
Rosnan Rahman

C
o

lu
m

n

P
ro

fi
le

■2019年10月11日〜13日　伝統舞踊劇マヨン公演
Makyung Raja Besar Maha Gading
＊ロスナン氏も出演予定
■2019年11月1日、2日
マレーシア伝統音楽オーケストラ・コンサート
Konsert Orkestra Tradisional Malaysia 
Bersama Bintang
 
会場：国立劇場イスタナ・ブダヤ（Istana Budaya）　
www.istanabudaya.gov.my
住所：Jalan Tun Razak, Titiwangsa, 
50694 Kuala Lumpur 

文／上原亜季 Aki Uehara　写真／Zamree Salleh, Andy Siti (Dewan Budaya, Universiti Sains Malaysia)、Aki　

　マヨン上演にとって、場面や登場人物の感情を表す音楽や歌は重要
な要素です。おもな楽器は、擦弦楽器「ルバブ」、両面太鼓「グンダン」、
ゴング（銅鑼）。曲によっては、リード管楽器「スルナイ」や両面太
鼓「ゲドゥ」なども使われます。メロディを奏でるルバブは、音楽や
歌を主導する大切な役割を担っています。
　ルバブ（写真２）は、女性の身体の象徴として表現され、楽器のパー
ツは上から頭、耳、首、胴、乳房、髪、足と呼ばれます。奏者は床に
座り、全長100〜120cmのルバブを直立に構えて演奏します。またル
バブは霊的、超自然的な力を宿すとも考えられ、マヨン上演の初めに
は役者たちがルバブに向かって歌い、踊り、敬意を表する重要なシー
ン「Menghadap Rebab」（写真１）を演じます。

イスタナ・ブダヤ公演情報
マヨンの音楽と弦楽器ルバブ(Rebab)

Interview with
Rosnan Rahman, the Pak Yong Malaysia

©
A

m
ri G

inang

1972年ケダ州生まれ。ペナン
島のマレーシア科学大学（USM）
の建築学科在籍中にマヨンを学
び始める。現在は、国立劇場イ
スタナ・ブダヤに文化担当とし
て勤務。国を代表するパヨン

（Pak Yong Malaysia）として
伝統舞踊劇マヨンの普及にも努
める。

1. Menghadap 
Rebabの様子
2. マヨン音楽の
第一人者チェマット・
ジュソー先生

ら
彼
ら
か
ら
は
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
素
晴
ら
し
い
演
者
で
あ
っ
た
と

父
か
ら
聞
き
、
憧
れ
が
あ
り
ま
し
た
。
小

学
生
の
頃
は
よ
く
学
校
代
表
と
し
て
伝
統

舞
踊
や
歌
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加
し
て
い

ま
し
た
。
こ
れ
が
私
に
と
っ
て
伝
統
芸
能

と
の
最
初
の
関
わ
り
で
す
。
中
等
学
校
を

卒
業
後
は
、
ケ
ダ
州
の
舞
踊
団
で
踊
っ
て

い
ま
し
た
。

マ
ヨ
ン
を
学
び
始
め
た
の
は
い
つ
で
す
か
？

　

１
９
９
５
年
か
ら
5
年
間
、
大
学
で
建

築
学
を
専
攻
し
な
が
ら
、
課
外
授
業
で
マ

ヨ
ン
を
学
び
ま
し
た
。
最
初
は
、
マ
ヨ
ン

の
音
楽
の
第
一
人
者
と
し
て
活
躍
す
る 

マ
ヨ
ン
の
グ
ル
ー
プ
「M

akyung Seri 
N

ilam
 Istana Budaya

」
の
管
理
を

任
さ
れ
ま
し
た
。
伝
説
的
な
マ
ヨ
ン
の
実

践
者
で
あ
る
フ
ァ
テ
ィ
マ
・
ア
ブ
ド
ゥ
ラ

氏
を
指
導
者
に
招
き
、
マ
ヨ
ン
を
総
合
的

に
学
び
ま
し
た
。
ク
ラ
ン
タ
ン
州
の
ル
ハ

ニ
・
モ
ハ
マ
ド
・
ジ
ン
氏
か
ら
も
指
導
を

の
よ
う
に
男
性
が
演
じ
る
こ
と
は
珍
し
い

で
す
。
そ
れ
は
、
こ
の
役
柄
に
は
美
し
さ

や
優
美
に
踊
れ
る
こ
と
、
伴
奏
の
弦
楽
器

ル
バ
ブ
に
あ
わ
せ
て
高
い
声
で
歌
え
る
こ

と
な
ど
、
様
々
な
女
性
的
要
素
が
求
め
ら

れ
る
か
ら
で
し
ょ
う
。

　

パ
ヨ
ン
役
が
2
人
い
る
場
合
は
、
パ
ヨ

受
け
ま
し
た
。

マ
ヨ
ン
の
魅
力
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

　

マ
ヨ
ン
と
い
う
芸
能
は
と
て

も
独
特
で
す
。
物
語
が
面
白
く
、

ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
演
技
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
踊

り
の
手
の
動
き
は
動
植
物
か
ら

の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
人

間
や
自
然
界
に
起
き
る
事
象
を

表
す
象
徴
的
な
意
味
が
あ
り
ま

す
。
マ
ヨ
ン
の
歌
は
、
テ
ン
ポ

の
揺
れ
や
メ
ロ
デ
ィ
の
動
き
が

難
し
く
、
高
音
で
声
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
高
度
な
技
術
が
必

要
で
難
し
い
で
す
が
、
魅
力
を

感
じ
て
い
ま
す
。

パ
ヨ
ン
の
役
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　

パ
ヨ
ン
は
主
人
公
で
あ
り
、

最
高
位
で
す
。
通
常
は
女
性
に

よ
っ
て
演
じ
ら
れ
る
の
で
、
私

チ
ェ
マ
ッ
ト
・
ジ
ュ
ソ
ー
先
生
に
歌
を
、

ク
ラ
ン
タ
ン
伝
統
芸
能
の
専
門
家
、
ジ
ュ

ミ
ラ
・
タ
ヒ
ル
先
生
に
舞
踊
を
、
そ
し
て

演
劇
学
科
の
モ
ハ
マ
ド
・
ガ
ウ
ス
・
ナ
ス

ル
デ
ィ
ン
先
生
に
演
技
を
学
び
ま
し
た
。

２
０
０
１
年
、
国
立
劇
場
イ
ス
タ
ナ
・
ブ

ダ
ヤ
の
文
化
担
当
と
し
て
仕
事
を
始
め
、

伝
統
芸
能
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ

か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。　

　

私
の
祖
父
母
は
、
タ
イ
南
部
パ
タ
ニ
の

出
身
で
マ
ヨ
ン
の
演
者
で
し
た
が
、
家
族

の
誰
も
こ
の
芸
能
を
受
け
継
ぎ
ま
せ
ん
で

し
た
。
私
は
2
人
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
マ

ヨ
ン
に
興
味
を
持
っ
た
の
で
、
残
念
な
が

1

2

舞踊家 ロスナン・ラーマン
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日馬文化比較

クエとはマレーシア菓子の総称。米
粉、小豆などを材料に使うクエは、も

ちもちの食感や豆餡の甘みなど、和
菓子との共通点が

多くあります。味、食感、見た目、保
存性など、さまざまな観点から、マレ

ーシアで人気のクエに似た和菓子を
探してみました！

Are there similarities 

between Malaysian Kuih and Japanese Wagashi?
Cross-Cultural Comparison

もち米と甘いココナッツクリームの
２層のクエ。写真は青い花でご飯に
色をつけた特別なタイプ。

クエスリムカ
［ Kuih Seri Muka ］

クエと和菓子は似てる？

蒸したもち米を小豆餡でくるんだも
の。伝統的には彼岸の日に食べる。
地域によっては「ぼたもち」とも。米粉などの生地を砂糖と湯でねり、

蒸して作る。名古屋、伊勢、小田原
など地方で人気の味がある。

ココナッツミルク、砂糖、米粉をじ
っくり加熱して作る伝統菓子。やわ
らかい食感で保存がきく。

おはぎ［ Ohagi ］

ういろう［ Uirou ］

ドドル［ Dodol ］

日

馬

日

馬

馬

クエと和菓子は似てる？

米粉にタピオカ粉を混ぜた生地を数
回にわけて蒸し、しましまカラーに。
ココナッツミルク風味の上品な味。

クエラピス
［ Kuih Lapis ］

餡を型に入れ、寒天で固めたもの。
さまざまな種類があり、定番は小豆
の練ようかん。栗入りも人気。

ようかん［ Yokan ］
日

餅のようなやわらかい皮で餡を包ん
だもの。昭和後期に登場したいちご
大福が大ヒットし今は定番に。

大福［ Daifuku ］
日

油で揚げたさつまいもに水あめをか
らめたもの。素朴な甘さで、昔は家
庭でも作っていた。

大学芋［ Daigaku Imo ］
日

すりつぶした枝豆を皮に練りこんだ
饅頭。ずんだとは枝豆のペーストの
こと。東北地方の郷土菓子。

ずんだ饅頭
［ Zunda Manju ］

日

馬

もち米粉で作る弾力のある皮の中に
小豆餡や緑豆餡入り。亀の甲羅など
縁起のいい型で抜いている。

アンクークエ
［ Ang Ku Kuih ］

馬

パンダンの葉の香りが特徴の黒蜜入
り団子。削ったココナッツの実がま
ぶしてある。

オンデオンデ
［ Onde Onde ］

馬

さつまいもをドーナッツ状に成形し
て揚げて砂糖をまぶしたもの。シロ
ップ漬けタイプもある。

クエケリア
［ Kuih Keria ］

▲ 共通点 ▼

枝豆のような
香り

▲ 共通点 ▼

さつまいも

▲ 共通点 ▼
中に餡
外はもちっ▲ 共通点 ▼

保存がきく

▲ 共通点 ▼

もっちり食感

▲ 共通点 ▼

もち米が主役
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日

日

クエ（マレーシア）   Kuih / Malaysia
ショッピングモール内のクエ専門店、フードコート
のおやつ売りコーナー、市場や夜市など地元の人が
買い物をするマーケット。日持ちがしないタイプが
多いので、その日のうちに食べるのが基本です。

このようなお店で販売しています！
>>> Nyonya Colors （ニョニャ・カラーズ）　
	 スリアKLCC、KLIA2空港内など
>>> La Cucur （ラ・チュチュ）　
	 スリアKLCC内など

和菓子（日本）   Wagashi / Japan
百貨店や商店街、最近ではコンビニでも販売。和菓
子は季節に合わせて作られているので、並んでいる
和菓子の種類を見ると、四季を感じます。大福や柏
餅など１日で固くなってしまうものも多いです。

このようなお店で販売しています！
>>> 虎屋ういろ （Toraya uiro） 　
	 東京・池袋の東武百貨店など
>>> 京菓子司 （Kyogashi Tsukasa Sentaro） 　
	 新宿・伊勢丹など

ここで
購入できます

C
O
L
U
M
N

豆餡入りの餅。柏の葉で包み、さわ
やかな香りをつける。男子の祝い行
事、端午の節句によく食べる。

柏餅［ Kashiwa Mochi ］
日

小麦粉、卵、砂糖などを混ぜてオー
ブンで焼いたもの。ポルトガル菓子
に由来すると言われる。

カステラ［ Castella ］
日

小麦粉の生地を金属製の丸型に流し
入れ、餡を入れて焼いたもの。ふわ
ふわ食感。今川焼ともいう。

大判焼［ Oban Yaki ］
日

馬

小麦粉、卵、ココナッツミルクなど
を混ぜてオーブンで焼く。花形の型
と胡麻の飾りが特徴。

クエバカール
［ Kuih Bakar ］

馬

甘く煮たココナッツの実をもち米と
一緒に食べる。三角系でバナナの葉
に包まれている。

プルインティ
［ Pulut Inti ］

馬

小麦粉で作ったホットケーキのよう
な皮のなかに、甘じょっぱいバター
砂糖とコーン、ピーナッツ入り。

アパンバリ
［ Apam Balik ］

馬

馬

カチャンとは豆のこと。小豆
や金時豆など多種の豆入りの
かき氷。おやつでも食事の時
でもみんなが注文する定番。

アイスカチャン
［ Ais Kacang ］ マレーシアらしいココナッツ

ミルクとやし砂糖シロップが
けのかき氷。パンダン風味の
ゼリーと小豆入り。

チェンドル
［ Cendol ］

小豆、寒天、餡、みかんなど
に黒蜜や白蜜をかけたもの。
アイスクリームがのったタイ
プも人気。甘味処の定番。

和文化の象徴である抹茶を使
った緑色のシロップに、小豆
餡をのせたもの。日本のかき
氷の定番。

あんみつ［ Anmitsu ］

宇治金時
［ Uji Kintoki ］

日

馬

さつまいもやヤムいもなどの
具をココナッツミルクで煮た
もの。腹持ちがよく、子供の
おやつに人気。

ボボチャチャ
［ Bubur Cha Cha ］

砂糖と水を加えて煮た小豆に、
餅や白玉団子が入ったもの。
粒のないこし餡を使うと、汁
粉（しるこ）になる。

ぜんざい［ Zenzai ］

汁もの

ザ
・
定
番
の
デ
ザ
ー
ト

かき氷

文・写真／古川音 Oto Furukawa　写真（宇治金時）／鈴木祥一

▲ 共通点 ▼

オーブンで
焼く

▲ 共通点 ▼

葉に
包まれている

共通点
各国を
象徴する味

共通点
豆がポイント

共通点
汁もの

▲ 共通点 ▼

生地を型焼き
▲

▲

▲

▲

▲

▲
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Q1

Q3 Q4

Q2

　イスラム暦の9番目にあたる月の名前。この
期間に、ムスリム崇拝行為のひとつである「断食」
を行う。約 1カ月間、地平線に夜明けの光がさ
したとき（日の出より約 1時間半前）から日没
まで、いっさいの飲食を行わない。イスラム暦
は太陰暦で、西暦と比べると1年間は約 11日
短く、ラマダンの時期も1年ごとに早く繰り上が
る。これは世界中で暮らすムスリムが季節の影
響を平等に受けるように、という意味もある。

断食明けに食べるデーツ。悪魔が嫌う食べ物といわれている

「5月5日（日没）～6月5日（変更の可能性あり）
です。マレーシアの場合、日程は肉眼での新月
の観測によって決まります。国によっては計算で
日程をわり出すところもあります。1日の開始と
終了の時刻は国や地域で異なり、また日によっ
ても太陽の動きに合わせて少しずつ変化します」

「ラマダン中は普段よりもよい生活を心がけるこ
とが大事です。争い事をしない、悪口を言わな
い、喫煙、性行為、耳かき、精神が乱されるよ
うな猥談もしてはいけません。ただし無意識に
してしまった場合は断食のルールを破ったこと
にはなりません。日没後も問題ありません」

「幼い子供、妊婦、重病人などは断食を免除さ
れます。ただし断食を行う、行わないの判断基
準は家庭や個人に委ねられています。また、妊
婦は翌年の断食月までに、できなかった日数分
を行わなければいけません。さらに「フィドヤ（補
償金）」の支払い（米、または金銭）が必要です」

「日が沈むと断食は終了し、なつめやしの実（デー
ツ／クルマ）や水など軽いものを口に入れます。
これはできるだけ日没後すぐに行った方がよいの
で、身近に断食をしている人がいたら理解して
あげてください。私はまずクルマを一粒食べます。
その後の食事は家族や友人ととります」

「私たちの両方の肩には天使がいて、行動はすべて記録されています。ど
れだけ誠実に、心から物事を行っているのか、神さまはすべてお見通しで
す。この1年間の記録をまっさらにし、過去の過ちを赦してもらうチャンス
がラマダンです。とくに最後の10日間には天使が舞い降り、運命が変え
られる可能性があると言われていて、人々は真剣に祈りを捧げます。実際、
この期間には不思議な出来事がよく起こるのです。またラマダン中は、亡
くなった人は皆、お墓から出て自由に行動できます。天使から罰を受けて
いた人も、ラマダン中だけは罰を受けなくて済みます。ラマダンが終わると
また罰を受けなければいけないので私たちは悲しみます」（ファリダ先生）

カ
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1

2

4 5

3

Faridah Mohamed ／東京外国語大学特任准教授
（Special Associate Professor）。1993 年 より講 師

を務め、日本におけるマレー語教育の第一人者。現
地でのホームステイ・プログラムを企画するなど、言
語の習得に加えて、文化の相互理解を深める活動に
も力を入れている。著書に『ニューエクスプレス マ
レー語』( 白水社 )、『マレー語を勉強しよう 会話中心』
(Universiti Sains Islam Malaysia) などがある。

6

　ラマダン後のお祭りのこと。ハリラヤ・プアサともいう。宗教的行事というより文化的な風習。同じ
お祭りのことを中東では「イード」、インドネシアでは「レバラン」とよぶ。マレーシアではラマダン明
けの2日間が国の祝日。初日、ムスリムの男性はモスクの集合礼拝に参加。その後、民族衣装で
着飾った家族が集まり、マレー式の挨拶「サラーム」をしながら過去一年間の過ちの許しを請う。オー
プンハウスとよばれるホームパーティを開く風習があり、ムスリムでなくても参加できる。

企業などお世話になった人に送りあう贈呈品。
日本でいうお歳暮のようなもの

家に訪れる人をもてなすための種類豊富な菓子
を用意しておく。日持ちするクッキー系が多い

ハリラヤに着るために、家族でおそろいの生地
で民族衣装を新調。記念撮影をする

　ハリラヤには、日本のおせちのように定番の料理がある。ひとつは、ヤ
シの葉を編んだ容器に米を入れて茹でた「クトゥパ」。ご飯がギュッと固まっ
た、具無しのちまきのようなもの。地域性があり、北部はもち米を使った
三角系が多く、南部はうるち米の四角形が多い。もうひとつは、ココナッ
ツミルクで濃厚に煮込んだ肉料理「ルンダン」。時間をかけて、やわらか
く煮込む牛肉のルンダンが定番で、クトゥパと一緒に食べる。竹筒で炊
いた「レマン（→P.3）」も大事。ココナッツミルクで香り付けしたもち米で、
これもおかずと一緒に食べる。

1  下の三角のものがクトゥパ。4 ～ 5 時間かけてじっくり煮込んだルンダンとともに食べる　
2  レマンは炭火で調理。ハリラヤの時期、道路沿いにレマン屋台が現れる
3  サテーやルンダンに合わせて食べるレマン

4  オープンハウスで集まった親戚
や近所の人たち
5  ケータリングで行われた盛大

なオープンハウス　
6  日本に暮らすムスリムも友人

の家に集まってお祝いをする

　親戚やお世話になった人を家に招くホームパーティ。手作りの料理でも
てなすこともあれば、ケータリングを頼んだり、屋外席をセットして盛大に
行われることもある。また、この期間、多くの人が家に訪れるため、「クエ
ラヤ」とよばれるクッキーなどのお菓子を用意する。オープンハウスでは、
子ども達はクエラヤを食べ、「ドゥイッラヤ」とよばれるお年玉をもらうこと
ができる。また「近所の女性がグループになり、歌いながら家を訪ねて
許しを請う、マルハバンという風習があります。それぞれの家で用意した
料理や菓子を包んで渡すのです」とファリダ先生。

監修：ファリダ・モハメッド先生（東京外国語大学特任准教授）　文／古川音 Oto Furukawa　写真／Hamza, Syahir, Oto 　デザイン／Keiko Murate

監修：ファリダ・モハメッド先生
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音
で
訪
ね
る
マ
レ
ー
シ
ア

マ
レ
ー
シ
ア
映
画
界
を
代
表
す
る
俳
優
、P. 

ラ
ム
リ
ー
。

伝
説
の
ス
タ
ー
と
も
い
わ
れ
る
彼
は
、映
画
監
督
だ
け
で
な
く
作
曲
家
、歌
手
と
し
て
も
活
躍
。

２
０
１
８
年
に
は
、彼
の
歌
曲
１
４
９
曲
が
国
家
遺
産
と
な
り
ま
し
た
。

銀
幕 

の 

精
神 地上に舞い降りた神の作品 P.ラムリー

今号は、映画コラムもP. ラムリー （P. Ramlee） をご紹介します！

コ
ラ
ム
　

C
olum

n

第7回

A・サマッド・ハッサン
A Samad Hassan

マレーシアの映画製作者として
受賞歴のあるインディーズ作品
から大ヒット作まで約100の長
編映画製作に携わる。非常勤
講師のかたわら映画やマレーシ
ア文化、黒魔術などについて講
演もする。神戸にて留学経験が
あり、オヤジギャグを愛する。

マレ
ーシア映画コラム

第 4 回

　

P. 

ラ
ム
リ
ー
は
、
１
９
５
０
年
代
か
ら
60

年
代
に
か
け
て
マ
レ
ー
シ
ア
で
活
躍
し
た
俳
優
、

脚
本
家
、映
画
監
督
、音
楽
家
で
す
。
１
９
６
３

年
に
は
東
京
で
開
催
さ
れ
た
ア
ジ
ア
映
画
祭
で

「The M
ost Versatile Talent Aw

ard

」

を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　

P. 

ラ
ム
リ
ー
は
、彼
が
学
ん
で
い
た
ス
ー
フ

ィ
ズ
ム
（
イ
ス
ラ
ム
神
秘
主
義
）
と
大
好
き
だ

っ
た
日
本
映
画
に
見
ら
れ
る
禅
の
思
想
が
入
り

混
じ
っ
た
独
自
の
世
界
観
を
持
ち
、『M

usang 
Berjanggut

』（
１
９
５
９
）な
ど
の
コ
メ
デ
ィ

作
品
や
悲
恋
物
語『Ibu M

ertuaku

（
邦
題
：

わ
が
義
母
）』な
ど
、
他
に
類
を
見
な
い
作
品
を

生
み
出
し
ま
し
た
。
自
然
信
仰
や
自
己
探
求
と

も
言
え
る
テ
ー
マ
は
、『
姿
三
四
郎
』（
黒
澤
明

監
督
、１
９
４
３
）に
着
想
を
得
た『Kanchan 

Tirana

』（
１
９
６
９
）
や
『
無
法
松
の
一
生
』

（
稲
垣
浩
監
督
、
１
９
４
３
）
を
元
に
し
た

『Penarik Beca

』
な
ど
に
も
見
事
に
表
現
さ

れ
て
い
ま
す
。
１
９
７
３
年
に
亡
く
な
っ
た
後

も
、
P. 

ラ
ム
リ
ー
の
歌
や
映
画
は
新
し
い
世

代
に
も
愛
さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。

　

最
高
傑
作
の
一
つ
、コ
メ
デ
ィ
『Pendekar 

Bujang Lapok

』（
１
９
５
９
）で
P. 

ラ
ム
リ

ー
は
、
こ
の
世
に
お
け
る
自
己
の
存
在
意
義
の

探
求
の
必
要
性
を
主
張
す
る
と
同
時
に
、
ス
ー

フ
ィ
ー
の
導
師
の
教
え
が
、テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
発

展
す
る
現
代
社
会
に
お
い
て
は
適
さ
な
い
こ
と

も
あ
る
と
い
う
懸
念
を
表
現
し
て
い
ま
す
。こ

の
社
会
的
な
主
張
は
明
言
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

巧
妙
な
映
像
の
使
い
方
で
暗
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ラ
ム
リ
ー
は
、
芸
術
は
人
々
の
た
め
の
も
の

で
あ
り
、
自
分
自
身
の
真
の
姿
を
見
出
す
た
め

の
手
段
で
あ
っ
て
、
金
儲
け
の
た
め
で
は
な
い

と
い
う
信
念
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
今
日
の
世

界
で
は
忘
れ
ら
れ
て
い
る
視
点
で
す
。
彼
は
、

「
芸
術
は
神
の
作
品
」
と
信
じ
て
い
た
の
で
す
。

文／A・サマッド・ハッサン  A Samad Hassan 　翻訳／上原亜季 Aki Uehara

　

P. 

ラ
ム
リ
ー
は
、
新
作
映
画
ご
と
に
新
し
い
曲
を
生

み
出
し
、
マ
レ
ー
歌
謡
、
ポ
ッ
プ
ソ
ン
グ
の
礎
を
築
き
ま

し
た
。
ピ
ア
ノ
、
バ
イ
オ
リ
ン
の
ほ
か
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト

や
サ
ッ
ク
ス
も
演
奏
し
た
彼
は
、
マ
レ
ー
や
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
「
ジ
ョ
ゲ
ッ
」
や
「
ク
ロ
ン
チ
ョ
ン
」、「
ド
ン
ダ
ン・

サ
ヤ
ン
」
な
ど
地
元
の
音
楽
ス
タ
イ
ル
を
ベ
ー
ス
に
、
ラ

テ
ン
音
楽
、
ジ
ャ
ズ
、
ア
ラ
ブ
、
イ
ン
ド
音
楽
の
リ
ズ
ム

や
メ
ロ
デ
ィ
を
自
身
の
体
に
浸
透
さ
せ
、
自
在
に
ブ
レ
ン

ド
し
て
作
曲
す
る
才
能
を
発
揮
し
ま
し
た
。
60
年
代
に
作

曲
し
た
「
ブ
ニ
・
ギ
タ
ー
」
で
は
、
当
時
海
外
で
流
行
し

て
い
た
「
ツ
イ
ス
ト
」
も
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　

P. 

ラ
ム
リ
ー
は
、
１
９
２
９
年
に
ペ
ナ
ン
島
で
生
ま

れ
ま
し
た
。
中
等
教
育
の
途
中
で
太
平
洋
戦
争
が
勃
発
、

日
本
軍
が
ペ
ナ
ン
島
を
占
領
す
る
と
日
本
海
軍
学
校
に
入

学
し
ま
す
。
そ
こ
で
音
楽
の
基
礎
や
日
本
語
を
学
び
、
日

本
の
曲
を
ピ
ア
ノ
や
バ
イ
オ
リ
ン
で
演
奏
す
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
後
に
、
日
本
映
画
か
ら
も
影
響
を
受
け
た
そ
う

で
す
。

　

１
９
４
５
年
に
は
最
初
の
音
楽
バ
ン
ド
を
結
成
し
、
音

楽
家
と
し
て
キ
ャ
リ
ア
を
ス
タ
ー
ト
。１
９
４
８
年
に『
チ

ン
タ
（
愛
）』
で
映
画
デ
ビ
ュ
ー
。
44
歳
と
い
う
若
さ
で

亡
く
な
る
ま
で
に
映
画
60
作
品
以
上
に
監
督
・
俳
優
と
し

て
携
わ
り
、
３
０
０
曲
以
上
を
作
曲
。
１
９
５
０
年
代
か

ら
60
年
代
の
マ
レ
ー
映
画
黄
金
期
を
支
え
た
大
ス
タ
ー
で

し
た
。
現
在
で
も
、
彼
の
映
画
は
繰
り
返
し
テ
レ
ビ
で
放

映
さ
れ
、
歌
は
多
く
の
歌
手
に
よ
っ
て
カ
バ
ー
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
年
2
月
に
日
本
で
上
映
さ
れ
た『
わ
が
義
母
』で

も
、
艶
の
あ
る
彼
の
歌
声
は
観
る
も
の
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

P. 

ラ
ム
リ
ー
の
3
人
目
の
妻
サ
ロ
マ
（Salom

a

）
は
、

彼
の
映
画
に
も
登
場
す
る
女
優
で
あ
り
、
マ
レ
ー
シ
ア
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
絶
大
な
人
気
を
誇
る
歌
手
で
し
た
。
甘

い
愛
の
歌
か
ら
、
メ
ロ
ウ
な
曲
、
軽
快
で
お
ど
け
た
楽
し

い
楽
曲
ま
で
、
2
人
の
デ
ュ
エ
ッ
ト
曲
を
含
む
P. 

ラ
ム

リ
ー
の
名
曲
は
ア
ル
バ
ム
と
し
て
も
リ
リ
ー
ス
さ
れ
て
い

ま
す
。
マ
レ
ー
シ
ア
訪
問
の
際
に
は
、
ぜ
ひ
Ｃ
Ｄ
シ
ョ
ッ

プ
で
探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

文／上原亜季 Aki Uehara　

P.ラムリーとサロマのアルバム『Kenangan Abadi』

P. ラムリー、本名トゥク・ザカリア・
ビン・トゥク・ニャッ・プテ

『Pendekar Bujang Lapok』のワンシーン



上原 亜季
Aki Uehara

古川 音
Oto Furukawa

Editors (Hati Malaysia) WAU Supporters

ムティアラ・アーツ・プロダクション代表。
AFS生として一年間マレーシア�の高校に
留学。Universiti Sains Malaysiaの大学
院にてマレーシア�の伝統芸能の研究を行
い、修士号取得。国際文化会館勤務を経
て、現職。東南アジア芸能コーディネー
ト、イベント企画・制作、記事執筆、マ
レー語通訳・翻訳。
mutiaraarts.pro

編集ライター。首都クアラルンプールに
4年滞在した経験を活かし、�「All About」
や「CREA」ウェブサイトにてマレーシ
アの記事を執筆。�また「マレーシアごは
んの会」にてイベントや料理教室を主催。
著書『ナシレマッ！』と『50のレシピ集』
を発刊。10月にランカウイごはんツア
ーを開催予定。Webにて随時情報発信中。
malaysianfood.org

髙塚 利恵
Rie Takatsuka

映像制作会社、（株）オッドピクチャーズ代表。映画で
メッセージを伝えるブランデッドムービーの制作に注
力。� odd-pictures.asia

陳 維錚
TAN JC

デザイナー、現代アート作家、ジョホール出身。96
年に来日し、日本語は敬語も漢字もカンペキ。世界を
飛び回り、創作活動を行っている。� tanjc.net

田中 じゅん
Jun Tanaka

サラワク州クチンを愛するグラフィックデザイナー。
名刺から雑誌まで印刷物ならなんでも。自主制作した
クチン・グルメガイドはHPから。� mee-print.com

村手 景子
Keiko Murate

グラフィックデザイナー、エディトリアルデザイナー、
アートディレクター。台湾にて個展を行うなど、活動
の幅は広い。� keikomurate.com

Hati Malaysia
Hati Malaysiaは、上原亜季（マレーシアほか東南アジア伝統芸能コー
ディネーター）、古川音（マレーシア料理愛好家／ライター）の２人で
ユニットを組み、マレーシア文化通信フリーペーパー＜WAU（ワウ）＞
の編集発行、マレーシア文化講座（芸能・映画・ごはん）の講師、その
ほかイベントや現地ごはんツアー等を企画、開催しています。WAUに
て取材してほしい、取り上げてほしい題材があれば、どうぞお気軽にご
連絡ください。　

WEB : hatimalaysia.com／Email : info@hatimalaysia.com

g r a p h i c s & p r i n t

名刺・広告・チラシ・雑誌・書籍・カタログ・フリーペーパー
ロゴ・会社案内・ステッカー・Ｔシャツ・飲食店用メニュー
各種招待状・店内ポップ
…などなどのデザイン、承ります。

we design >>>
namecard, ads, �yer, magazine, book, catalogue, company logo, 
company brochure, freepaper, T shirt, food menu, invitation card, 
instore pop and etc...

www.facebook.com/meegraphicsprint

お問い合わせ :

www.instagram.com/angrypoppins/

HPは
こちらから

マ
レ
ー
シア

・ボ
ルネオ地域専門旅行

会
社

TEL : 03-5846-8213   http://mrcj.jp
東京都知事登録旅行業 3-5248 号

株式会社エムアールシージャパン
マレーシアリゾートクラブ

創業1983年、豊富な実績と
現地サポートでマレーシアの
旅をサポート。セランゴール州
で話題の新スポット、「スカイ
ミラー」ツアー販売代理店に
なりました。

夜便限定プランで最短レダン島へ

コーラルレダンアイランドリゾートに泊まる癒しの５日間
旅行代金 99,800円～

担当のタキイです！

マレーシア東海岸の
美しい海を満喫するツアー

FB : www.facebook.com/MidinSarawak/
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後
援

: 駐
日

マ
レ

ー
シ

ア
大

使
館

、
日

本
マ

レ
ー

シ
ア

協
会

　
　

2019年
6月

1日
発

行
No.20　

発
行

・
編

集
: H

ati M
alaysia 　

お
問

合
せ

: info@
hatim

alaysia.com
  W

EB
: http://hatim

alaysia.com
マ
レ
ー
シ
ア
文
化
通
信

M
a

lay
sia

 C
u

ltu
ra

l P
o

st
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー

マレーシアに関する出張講座、取材、記事執筆、料理教室、マレー語通訳・翻訳業務など承りますので、どうぞお気軽にご相談ください。　
WEB : hatimalaysia.com／Email : info@hatimalaysia.com

WAU COLLECTION 

No.1 to No. 20

実 績
伝統音楽家カムルル・フシン
来日公演（2013）、マレーシア
映画ウィーク（2015）、マレー
シアの語り部招聘、講談師・
神 田 京 子 氏 と の コ ラ ボ

（2015）、マレーシアごはん祭
り（2016、2017、2018）、マ
レーシアフェア協力（2018）、
マレーシア文化講座（2014
～現在）etc.

Hati Malaysia心をこめて。
マレーシアのことを伝えたい。
2014年、Hati Malaysiaはマレーシア文化通信『WAU（ワウ）』の編集発行を
中心に活動をスタート。現在は、文化講座（芸能・映画・音楽・食・言語・旅）
の講師、現地取材、記事執筆、Web配信、イベント企画運営、伝統芸能家
の招致など、マレーシアに関する活動を幅広く行っています。多民族が織り
なすさまざまな文化が、ひとつの国に共存するというマレーシアの魅力。こ
れからもマレーシアを文化的側面からPRしていきます。

おかげさまで5 周年！


